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令和元年度事務事業評価及び特定分野評価に係る改善計画書

若者たちの音楽祭開催経費

スポーツ・文化振興課 松川　清一

事業の目的と実施内容
ロックやポップス、ジャズなどの軽音楽に励む若者たちの音楽活動発表の場として、参加者主体の
音楽祭を開催することにより、若者同士の交流や世代間の理解を深め、新たな若者文化の創造と
定着に寄与する。

高校生から30歳代までの若者及び40歳以上の歳を重ねてもカッコ良いおじさん・おばさ
んたちによる軽音楽演奏発表

１　評価結果及び町の最終方針

今後の方向性に係る意見等（最終） 評価結果を踏まえた所管課の対応案

　本イベントは多くの若者が参加しており、若者文化
の創造と定着に向け一定の効果が認められ、将来
性のある事業と考えられるが、音響設備などの経費
面や受益者負担、実行委員会による自主開催など
の課題について検証し、より妥当性の高い事業へと
改善を図るべきである。

本事業は平成27年度に開始した事業で、本年度で5回目の開催を迎え
る。事業は出演者から構成される実行委員会が企画から運営まで行っ
ているが、事前の準備事務や会場設営、委託料の管理など、町職員が
業務の大部分に関与しているため、現状では実行委員会による自主開
催は困難な状況となっている。出演者の固定化や事業内容の新たな創
造など、本年度の事業終了後に諸課題について検証し、令和2年度中
に実施事業についての改善方法等について協議・検討を行い方向性を
決定する。

町の最終方針

本イベントは多くの若者が参加しており、若者文化の創造と定着に向け一定の
効果が認められ、将来性のある事業であることから、音響設備などの経費面や
受益者負担、実行委員会による自主開催などの課題について検証し、より妥当
性の高い事業へと改善を図る。

２　町の最終方針を実施するための具体的な方法

項目名 具体的な改善等の内容

来場者・出演者へアンケート
の実施・取りまとめ

若者たちの音楽祭５当日、来場者や出演者に対して
事業内容等についてアンケート調査を実施。

令和元年度に行った来場者のアンケート結果等を踏まえた
事業を展開し、実行委員会が主体となり来場者の増加に
向けた計画を行う。

実行委員へアンケートの実
施・取りまとめ

若者たちの音楽祭５実行委員会の委員に対して、運
営方法等についてのアンケート調査を実施。

実行委員会で意見交換
アンケート結果のまとめや反省点などにつ
いての意見交換会を実行委員会で行う。

検討時期
アンケート結果等を踏まえ、令和2年度の事
業内容について検討

４　経費等の見込み

事業費（予算）　単位：千円

概算職員数　単位：人

３　改善後の事業が目標とする成果

指標の名称
※原則として評価時と同一

来場者の人数

目標とする成果の設定理由



工程名 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

アンケートの実施

アンケートの取りまとめ

アンケートの実施

アンケートの取りまとめ

反省点やアンケートの結果を踏まえた意見交換

アンケート結果等を踏また事業内容の検討

実行委員へアンケートの実施・取りまとめ

実行委員会で意見交換

検討時期

５　改善等工程表
項目名
（２　町の最終方針を実施するための具体
的な方法と一致）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

来場者・出演者へアンケートの実施・取りまとめ


